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「未来の林業を体験する」というサブタイトルが示すように、天然住宅の

パートナーである栗駒木材では、多くの林産地で行われている「主流」の林業

とは違った考え方で林業を営んでいます。 

皮むき間伐もそうした取り組みのひとつ。立木の状態で樹皮をむき、乾燥し

て軽くなったところで、木を切り倒す方法です。木が地面から水を吸い上げて

いる４月～８月の間は、素人でも簡単にむけます。栗駒では、この材を単なる

「間伐材」にはせず、しっかりと建材として使える材として加工していきます。 

さらに栗駒では、下草刈りという夏の重労働に、牛を放って、下草を食べても

らうことで、手間を減らし、コストカットにつなげています。 

国の施策としての大規模林業をせず、高額な林業機械をいれず、２～３メート

ルの林道を造り、小規模な機械でできる自伐林業を行っています。そのため

に、今年から木こりさんが二人、栗駒の山には常駐しています。おかげで、天然

住宅の木材は、はじめのはじめから顔の見える材になりました。 

栗駒ではこのように様々な新しい試みを行っています。そのため、大場さん

は地元では変人扱いなんだそう。ですが、不思議なことに、持続可能な、真面

目な新しい試みをしようとすればするほど、伝統を踏襲した昔ながらのやり方

の応用になっていくのです。 

次に大場さんがやりたいことは、木を山から下ろすのに、馬搬を使うこと。馬

に乗るためには体重制限があるそうで、そのためにダイエットをしているそう。 

 

次に大場さんがやりたいことは、木を山から下ろすのに、馬搬をしたいそう

です。馬に乗るためには体重制限があるそうで、そのためにダイエットをして

います。 

 

栗駒が行っているのは、未来の林業であり、伝統を今に活かす林業だと思い

ます。 

定期的にツアーを開催していきますので、是非、「生」で栗駒を見ていただ

き、体験していただきたいと思います。そして、変人かどうか判断してくださ

毎年恒例 皮むき間伐＆植林ツアーに行って来ました！ 

 

栗駒が行っているのは、未来の林業で

あり、伝統を今に活かす林業です。今後

も、定期的にツアーを開催していきます

ので、是非、「生」で栗駒を見て、体験し

てもらいたいです。そして、変人かどうか

判断してください。笑（田中竜二） 

「暮らし+リンク」は、天然住宅の情報や活動報告、みなさまが持っている情報

を発信し、‘‘健康的な暮らしの交流の場‘‘となることを目指して作ったニュース

レターです。 このニュースレターを通じて、皆様のお役に立てる素敵な情報を

お届けしたいと思います。ぜひ、読んで楽しんでください。 

 ご意見、ご感想、掲載希望の情報もお待ちしています！！ 

 



 

■上棟式＆構造見学会 開催報告  
   

 

 
 ■スタッフ研修日記  

  

  

２ 

 

5 月 3 日 三鷹 O様邸の上棟式を行いました 

新板倉工法で建築中の O 様邸。上棟すると、まるで完成間近のように立派な構造が現れました。

前日の雨を全く感じさせない見事な快晴。O 様ご一家とご両親、営業、設計、現場監督、職人さんが

参加し、和やかに上棟式が行われました。 

今回の上棟式では、昔ながらの「餅まき」をしました。O 様が幼少の頃から住んでいる家の建替え

ということで、近所の方へのご挨拶に、お餅を２階から撒き、お菓子を配りました。近所の方もたくさ

んお越しいただき、こんなコミュニティがあったんだなぁと O様はしみじみおっしゃっていました。 

直会（なおらい）では、O 様と奥様の手料理を振舞っていただきました。縁を結ぶという意味を込

めて「おむすび」をたくさんつくって下さいました。どれもとても美味しかったです。そして、一番印

象深かったのは、O 様からの締めのご挨拶です。 

 

「この家が、私たちの次の世代、また次の世代、そのまた次の世代にとっての、素晴らしい生活の

舞台になることを願っています」 

 

人生の本舞台は常に将来にあり。 

O 様が引用された政治家、尾崎行雄の言葉です。 

まだ見ぬ遠い将来を想像し、 

その時代に住む人たちが幸せを築く基盤として、 

最もふさわしいようにと、O 様は天然住宅と家を建てて下さいます。 

 

O 様のその思いは、きっと将来生まれてくる子供たちに届くはず。 

そしてまた、その思いを受け継いでくれると思います！ 

 

そんな大きくて、優しい思いを乗せた家こそ、素晴らしいものになるでしょう。 

工事はまだまだ続きますが、気合を入れ直して、ともにつくりあげていきましょう！ 

「この家が、私たちの次の世代、また次の世代、そのまた次の世代にとっての、素晴らしい生活の

舞台になることを願っています」 

 

人生の本舞台は、将来にある。 

まだ見ぬ遠い将来を想像し、 

その時代に住む人たちが幸せを築く基盤として、 

最もふさわしいようにと、O 様は天然住宅と家を建ててくれています。 

 

O 様のその思いは、きっと将来生まれてくる子供たちに届くはず。 

そしてまた、その思いを受け継いでくれると思います！ 

 

 

寺田本家さんは 340 年続く酒蔵で、米・米麹・水だけを原料とする伝統的な酒造りをしています。

今、一般に流通する日本酒の多くが、醸造アルコールが添加され、他にもたくさんの添加物が使わ

れていますが、コストや合理性を求める時代の流れにとらわれず、真面目な酒造りをしているのが

寺田本家です。先代・啓左さんの代から「人の役に立つ酒造り」をされています。今回案内してくだ

さったのは 24代目当主の優さん（左の写真の方）。 

寺田本家の酒造りのすべての過程で微生物（菌）たちの活躍が欠かせません。菌が生き生き「発

酵」してくれると、美味しい自然酒に。一方で、菌は「腐敗」に向かう可能性もあります。「腐敗」を恐

れ薬品などで殺菌してしまうことは、酒造りでなくとも日常的に行われています。寺田本家では菌

と共生していく道を選び、菌が「腐敗」ではなく、「発酵」していくための努力をしています。 

 

漫画「夏子の酒」で、酒造りで重要な心得としてこんな言葉が使われています。「和醸良

酒」。造り手の心がこもり、人と微生物が和を結ぶ場所でこそ良い酒は醸し出される！ 

家も同じで、建て主、大工、設計士はもちろん、林業者や製材所、その周りの人々までが

気持ち良いと思える関係性の中で、心のこめて建てられる家こそ、住み心地が良く、健康

で、幸せを運び込む住まいになるのだと思います。そのためのコーディネートを、愛情を

持ってしていきたいと思いました。合言葉は「和醸良家」です。（田中竜二） 

自然酒の蔵元・寺田本家さんに行ってきました 

めて「おむすび」をたくさんつくって下さいました。どれもとても美味しかったです。そして、一番印象深かったのは、O 様から

の締めのご挨拶です。「この家が、私たちの次の世代、また次の世代、そのまた次の世代にとっての、素晴らしい生活の舞台

になることを願っています」。 

人生の本舞台は常に将来にあり。O 様が引用された政治家、尾崎行雄の言葉です。まだ見ぬ遠い将来を想像し、その時代

に住む人たちが幸せを築く基盤として、最もふさわしいようにと、O 様は天然住宅と家を建てて下さいます。O 様のその思い

は、きっと将来生まれてくる子供たちに届くはず。そしてまた、その思いを受け継いでくれると思います！そんな大きくて、優

しい思いを乗せた家こそ、素晴らしいものになるでしょう。工事はまだまだ続きますが、気合を入れ直して、ともにつくりあげ

ていきましょう！（田中竜二） 

 

寺田本家ではあらゆるところで菌が気持ちよく働ける「場」づくりを実践しています。蔵はよく見ると、柱は無垢の木、壁や

杉の桶には柿渋を塗り、布は麻、麹室の内装も杉材です。また、敷地にも 20ｍおきに炭素埋設をし、イヤシロチ化を図るなど、

徹底的にこだわっています。そして、何より微生物が喜ぶ場づくりに大切なのは、造り手の心。寺田本家では、酒造りを心を込

めておこなっていることがよくわかります。微生物に思いを馳せ、丁寧に、手間をかけて酒造りをしています。 

 

マンガ「夏子の酒」で酒造りにおいて重要な心得としてこんな言葉が使われています。 

「和醸良酒」。造り手の心がこもり、人と微生物が和を結ぶ場所でこそ良い酒は醸し出されるのです。 



 

 

  

 

■天然住宅バンク近況報告 

冒頭文にもあるように、皮むき間伐＆植林ツアーはおかげさまで大盛況のもと終

了しました。ツアーの参加をきっかけに、参加者同士が交流を深めたり、その後のバン

ク主催の集まりに参加して下さった方もいらっしゃいます。ご縁に感謝です^^ 

今月は、先月に引き続き融資を１件実行しました。天然住宅での健康リフォームへの

融資です。天然住宅バンクとしては過去最長の、返済期間 10 年での融資となりま

す。自分たちの未来を想像するのはなかなか難しいですが、10 年後もきちんと活動

を続けていけるよう、その責任の重さを肌で感じた融資となりました。 

詳細は改めてお伝えしますが、今年の総会は９月 14 日（土）開催の予定です。毎

年、総会後にはその年のバンクの活動に一番関わりの深い方を呼んでイベントを行っ

ています。今年は、兵庫県に本社を置く「慧通信技術工業」の粟田社長を呼んで、ラ

イブハウスでのイベントを行うことになりそうです。 

粟田さんは、田中優が自宅にいれた独立電源システム「パーソナルエナジー」の

開発者です。当日は、実際に装置を持ってきていただき、そこからの電気を使ってラ 

 

わかりづらいと言われてきた TPP をサルのキャラクターで紹介し、有名 HP になった「サルでもわかる TPP」。この HP や同

名の著書を手掛けられた安田美絵さんをお招きします。21 日投開票の参議院選挙。アベノミクス、憲法改正、脱原発などとと

もに選挙の争点になっている重要事項です。ＴＰＰに参加すると私たちの暮らしはどうなるのか？を安田さんにお話ししてい

ただきます。 

また、天然住宅代表の相根からは、いま進行中のエコヴィレッジ計画についてお話します！なんと、関東と関西で３つのエ

コヴィレッジの計画が進んでいるとか。戸建て型、集合住宅型など、関東と関西エリアで、３つのエコヴィレッジ計画が進行中

です。人と地球に優しい暮らしに興味がある方、エコヴィレッジ計画に興味がある方、ぜひお越ください。 

■7/15（月・祝） 暮らし+リンクセミナー 「TPP でどうなる!? わたしたちの食と暮らし」 
 

詳細はホームページでご確認ください ■今後のイベント情報 

■4/20 (土) 暮らし+リンクセミナー「海の中の森づくりとは？」 

 

３ 

■4/20 (土) 暮らし+リンクセミナー「海の中の森づくりとは？」 

 

■8/3（土）お住まい見学会＠埼玉県川口市 

 
埼玉県川口市にて、お住まい見学会を開催いたします。天然住宅（築２年目）を体感いただきます。代表・相根によるお話会

も予定しています。10 時半～１２時、１3 時半～15 時の２部制。場所は川口市（京浜東北線「西川口駅」徒歩圏）です。 

※8 月以降の予定（近日公開） 8 月 24 日完成直前見学会＠三鷹、9 月 14 日天然住宅バンク総会、9 月 16 日暮らし＋リンクセ

ミナー（ＦＦＣ普及会さん）、10 月 5 日暮らし＋リンクセミナー（寺田本家さん）、暮らしリンクセミナー（吉田俊道さん日程調整中）、

などワクワクする企画をたくさん用意しています。たくさんのご参加お待ちしています。 

バンクよりお知らせ 

天然住宅バンクでは、組合員を随

時募集しています。私たちの活動

に興味を持っていただける方、ま

ずはホームページをご覧ください。 

http://www.tennenbank.org/ 

 

活動の詳細、出資方法についても

こちらに記載しています。 

 

【次回の天然住宅バンクミーティン

グのご案内】 

 

■日時 7 月 29 日（月） 

午後 7時～午後 9時 30 分 

■場所 新宿 ASK ビル 4F 会議室 

（東京都新宿区歌舞伎町 2－19－

13 ） 

■参加費 無料 

■申込み先 

http://tennen.org/bankentry.html 

または、info@tennenbank.org 

まで。 

 

※途中参加・退席も可能です。 
 

ブも行う予定です。ぜひ、今から予定を空け

ておいていただけると嬉しいです。私もとっ

ても楽しみです！（井上あいみ） 

＜慧通信技術工業株式会社＞

http://www.ieee802.co.jp/index2.html 

 

千葉県市川市にて、お住まい見学会を開催いたします。天然住宅（築３年目）を体感いただきます。代表・相根によるお話会

も予定しています。10 時半～１２時、１3 時半～15 時の２部制。場所は市川市（東京メトロ東西線「南行徳駅」徒歩圏）です。  

  

＊＊＊＊ 

  

天然住宅が設立して 5年目となりました。 

首都圏を中心に、これまで多くのお客様に家を建てていただきました。 

「いつか、いろんな物件をご案内できるツアーができたらいいなぁ」と思っていましたが、 

今回千葉県にてその夢を叶えることができることになりました！ 

  

７月２７日（土）、千葉県市川市にて、構造見学会とお住まい見学会を開催いたします。 

ふたつの物件は徒歩 5分ほどの距離にあります。 

まずはじめは構造見学会で天然住宅のこだわりをたっぷりとご覧いただき、 

移動後に実際に住まわれている天然住宅（築 2年）を体感いただきます。 

代表・相根によるお話会も予定しています。 

  

建主様のご厚意による、またとない機会です。 

是非お誘い合わせの上、多くの方にご参加いただければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

■７/２７ (土）お住まい見学会＠千葉県市川市 
 



    

 
  

  
  

 

 

 

４ 

■天然住宅ものがたり～私の生き方×暮らし方 

編集後記 

去年の１月に産まれた娘も早いもの

で１才５ヶ月になりました。春から通い

始めた保育園にもすっかり慣れ、

日々たくましく成長中です。 

最近はどんどん言葉が出るように

なってきました。わんわん（犬）、もっ

かい（もう一回）、どーじょ（どうぞ）、ば

いばーい。かわいいですね^^保育園

に迎えに行けば、「ママー」と駆け寄っ

てきます。とっても嬉しいのですが、

実は私が子どもを産む前の唯一の夢

は、我が子に「かあちゃん」って言って

もらうことでした。  

でも、保育園の影響なのか、いつの

間にかママと呼ぶように。娘が「マ

マー」と言えば、「かあちゃんだよ」と。

また「ママー」と言えば、「かあちゃん

でーす」なんて、そんな掛け合いをし

ています。なんて呼ばれようが関係な

くかわいいのですが^^そんなほのぼ

のとした毎日を送っています。（井上

あいみ） 

■オーガニックショップ巡り 

甘いものはもともと大好きですが、年を

重ねるごとに、甘さや量への執着はなくな

り、素材や、美味しさ、選ぶときの特別感な

どを大事にするようになりました。まさにそ

んな女性ゴコロを叶えてくれるお店です。

（井上あいみ） 

 ＜グレイスフルスイーツ＞

http://gracefulsweets.jp/ 

 

 

天然住宅の事務所がある、東急東横線「都立大学」駅。その隣には、おしゃれな

雑貨屋さんやカフェ、スイーツなどのお店が軒を連ねる「自由が丘」駅がありま

す。隣の駅なのに、なかなか行く機会はありませんが、時々お客様へのお土産を買

いに行ったり、打ち合わせを兼ねてお昼を食べに行ったりします。 

先日足を運んだのは、建主Ｏ様の妹様がパティシエとして働いているマクロビ

オティックスイーツ専門店「グレイスフルスイーツ」。「美しく、美味しく、優美な食後

感」をコンセプトに、人のココロとカラダに、そして地球にも優しいスイーツ作りをさ

れています。 

原材料はオーガニックで栽培されたものを中心に選び、もちろんひとつひとつ

パティシエの手作り。トレーの裏側には製造者のイニシャルが手書きで入っており、

作り手の「こだわり」を感じます。 

 

次号から連載はじめます！ 

グレイスフルスイーツ＠自由が丘 

☆☆☆おすすめ物件情報☆☆☆ 

 

 

 

価格：2980 万円 
 

所在地： 東武東上線「志木」徒歩 15分 

土地面積：52.80 ㎡（15.97 坪） 

地目：宅地 土地権利：所有権 

建物：59.62 ㎡ 

 

  
 

 
 

お気軽にお問い合わせください！ 

一般社団法人 天然住宅 

電話：03-5726-4226 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天然住宅までお問い合わせくださ

い！ 

これまで多くの方の家づくりに関わらせていただいて思ったことがあります。家

づくりには、建てる方の暮らしや生き方がそのまま現れるんだということ。その人

の、その家族の大事にしていること、夢や想いが詰まった結晶が「住まい」となり、

家族の人生を支える新たな暮らしの土台になっていくんだということ。 

特に天然住宅でこれまで家を建てられた方は、本当に素敵な方が多く、仕事や趣

味でも興味深い、おもしろい活動をされている方が多いんです。 

それらの話を聞く中で、家の紹介というより建てられた方の紹介をしたいという

気持ちが沸いてきました。そんな想いを形にするべく、この度「天然住宅ものがたり

～私の生き方×暮らし方～」をはじめることになりました。 

第１回目は、大田区羽田にて 2010 年 2 月に天然住宅を建てられた陶山絵美子さ

んに登場いただきます。自然素材（天然住宅）の家づくりに決めたきっかけは、自身

の仕事にも通じる考え方にありました。 

こちらの連載は○月○日、リニューアル予定の天然住宅ホームページにて公開予

定です。どうぞ楽しみにしていてください！（井上あいみ） 

  

陶山さんってどんな人？ 

天然住宅にとっても思い出深い、記念すべき第１号目のお客様です。2010 年 2 月、

大田区羽田にて天然住宅を建てられました。ご主人と実のご両親、男の子３人の計７

人家族。 

これまでで一番多く、見学会の開催にご協力いただいています。 

第 1 回目は、大田区羽田にて 2010 年 2 月に天

然住宅を建てられた陶山絵美子さんに登場いた

だきます。天然住宅を選んだきっかけは、自身の仕

事にも通じる考え方にありました。 

連載は次号より。リニューアル予定のＨＰでも公

開予定です。どうぞお楽しみに！（井上あいみ） 

建売住宅 初 

天然住宅仕様！ 


